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廃水処理 プラ ン ト内担体付着生物膜の 加 読 〃 活性及び微生物相の 解析
　 　 　 　 　 　 　 　 や まかわ　 たけし　　　　 おかべ 　さとし　　　わたなぺ 　よしまさ

　　　　　　　 ○山川　岳志　　　岡部　聡　　　渡辺　義公

　　　　　　　　　　　北海道大学大学院　工 学研究科

【は じめに】本研究で は廃水処理プロ セス の高効率化や安定化を視野に入れ、窒素除去に携

わ る細菌に主眼をおい て 、 分子生物学的手法を用い て プラン ト内の担体付着生物膜を解析

した。 in　situ の活性を測定するために微小電極を、 微生物相を把握するために 16SrDNA に

基づ く鶏統解析を、 細菌の 量及び空間分布を把握するために FISH 法を用いた。

【実験方法】対象としたの は 、 窒素除去を主な目的とした工 場廃水処理プラン ト内で用い ら

れて い る担体付着生物膜で ある 。 この プラン トは、第
・一
脱窒槽、硝化槽 、 第二 月膣 槽及び

醐 糟 か ら構成されてお り、 第二 月膣 槽には有囎 としてメタ ノールカ輛 口されてい る 。

こ の 内、 ag−− fi膣 槽OO ＝0  ／1 、 ORP ・−50mV ）、硝化槽 及 び第二 脱窒槽   0 ・ 0  ／1 、

ORP ＝
−200m〜りか ら担体付着生物膜を採取 し、 微小電極 による測定 、 16S　rDNA に基づ く系

統解析および FISH 法に供 した。 微小電極による測定は、　NH ξ、　NO3
一
及び DO 測定用の微

小電極を用い て行 っ た 。 系統解析には真正細菌に特異的な プライマ ー GM3F ＆GM4R と

Pr・teobacteriaβ一subclass に属するア ンモ ニ ア酸化細菌に特異的なプライマ
ー

（）TO を用い

た 。 FISH 法は 、
　Pr・te・bacteriaβ

一
subclass に属するア ンモ ニ ア酸化細菌に特異的な Ns・ 190、

亜 硝 酸酸化 細菌 A’itrospiha　mosc ・vienslS に特 異 的 な Ntspa1026 と NtSpa454及 び

Hyphorm
“
erobimn に特異的な Hypho1241を用い て行 っ た 。

【結果】微小電極による測定 より、 硝化槽で は膜表層で NH4tの減少が見られ、それに伴っ

て NO ゴが勵 口、 第一H膣 槽では NH
，

’

の 減少は見 られず、　Aee での NO3の 齣 欟 察さ

れたが 、 これは NO2
一
の酸化に よるもの だ と考えられる 。 第二 月膣 槽では膜表層から NO3

一

が減少してお り、 脱窒反応が生 じてい た 。 次に 、 各槽の微生物相を把握するため にプライ

マ ー
　GM3F ＆GM4R を用い て系統鰍 斤を彳テっ た結果 、 全て の槽か ら月膣 菌伽 o砌 翻  

属等）に近縁な菌が検出され、 第一
脱窒槽か らは AO

’
trosphaに近縁な菌が検出された。 プラ

イマ ー σ ro を用い た場合、 硝化槽では 八Vitrosomonasθmo ρaea （クロ
ー

ン検出頻度 ：26／26）

に近縁な菌の み が検出されたが 、 第一
脱窒槽で は 3／22 が 、 第二 脱窒槽で は 24／25 が

Mitmsomonas　manha に近縁な菌であ っ た 。 これは 、 槽内の DO 及び ORP の 影響 によるもの

だと考えられる 。 FISH 法を用いて ア ンモ ニ ア及び亜硝酸酸化細菌の存在を確認 したとこ

ろ、 硝化槽 、 第
一
脱窒槽ともに存在が確認されたが 、 硝化槽の 方が両細菌とも多 く存在し

てお り、 先の微小電極の測定結果 と一致 した。 第二 脱窒槽ではプラ ン ト環境を反映 して 、

i
［
i
「z ）homibrobitunが優先種であるこ とが FISH 法に よっ て確認され、第二脱窒糟での月膣 に

大きな役割を果た してい ると考えられる 。
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